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 犯罪、非行、依存症などの実証的研究を行う保健学を専門にしている筑波大学教授の原

田隆之氏が『サイコパスの真実』を著わしている。原田氏は「サイコパスとは、良心を欠

いて生まれた人々である」と定義している。そして、サイコパスの人との出会いを何件も

紹介している。ある青年が、不良グループとの抗争で人を殺し、何人もの相手に傷を負わ

せた。死刑か無期懲役を言い渡されるかも知れない時に、不安や恐怖に押しつぶされるこ

となく、他人事のようによどみなく殺人に至った経緯を語り続けた。この青年は他人の痛

みも、自分の痛みも分からない典型的なサイコパスである。また、アップルコンピュータ

の創始者、スティーブ・ジョブズ氏は「世界を変えた男」と呼ばれ、名声と尊敬を集めた

人であるが、尊大さ、冷酷さ、激しさは半端ではなかったらしい。周りの人を意のままに

コントロールし、上手に利用するが、思い通りにならないと激怒し、利用価値がなくなる

とあっさり切り捨てた。彼も、他者を否定するサイコパス的特徴を持っているという。 

サイコパスの特徴を下記のようにあげている。①表面的には魅力があり、自分を誇り、

尊大に振る舞う。②嘘を平気で言い、責任感がない。③良心を無くしている。④他者との

共感性に欠け自己中心である。⑤衝動的で、性に対し節制がなく、行動の制御ができない。

⑥自分に反対する者を激しく攻撃する。⑦成人してから反社会的行動を起こす場合が多い。

これらのサイコパスの人々やその特徴を見ていたら、私は、米国大統領トランプ氏のこと

を連想せざるを得なかった。すると、本にはトランプ氏のことも書いていた。彼はビジネ

ス界から政治家に転身し、大統領になった。彼に関し、米国の心理学者、精神科医など 27

人の専門家が『危険なケース、ドナルド・トランプ』を刊行したという。本人に会いもせ

ず、勝手に「診断」することは人権侵害に当たるが、著者たちは、それを承知の上で、専

門家の責任感からと、確信的に書いている。精神医学者ランス・ドーテスは、トランプ氏

の特徴を共感性の欠如、罪悪感の欠如、嘘と騙し、現実吟味力の欠如、怒りの爆発や衝動

性を挙げ、「深刻なソシオパス（反社会性パーソナリティ障害）傾向」があると結論してい

る。サイコパスは先天的な特性に起因し、ソシオパスは後天的な環境要因で形成されると

いう。ドーテス氏は、トランプ氏は民主主義に対立し、戦争の危険を高め、平和に対する

深刻な脅威であると警告し、彼は過ちを犯しても、自分のせいだとは思わず、他者に責任

を転嫁し、更なる憎しみを駆り立てるのではないかと危惧している。敗北を絶対に認めな

いように育った彼は、失敗しても、他者を激しく攻撃するだろう。 

トランプ氏のイラン攻撃に関する言動は支離滅裂である。一人のジャーナリストがトラ

ンプ氏のメンタルについて質問していた。彼の心は病んでいると思う。彼のような人が、

世界を牛耳ることに深い悲しみを持つ。イスラエルのネタニヤフ首相に動かされていると

言われているが、国際法に基づく理性ある判断の下で、平和が実現することを心から願う。 

 サイコパスは幼児体験が遠因ではないかという説もあるが、脳の障害が主な原因らしい。

先天的、遺伝的なことなので、治療が難しくなる。確かに治療は困難であるが、早期の認

知行動療法によって回復の望みはあるという。サイコパスは百人に一人の割で存在すると

いうから、自分もサイコパスであるかも知れない。原田氏は、モンスターペアレント、酒

に酔っての暴力や暴言、飲酒運転や煽り運転、パワハラやセクハラ、DV、虐待、いじめ、

ヘイト・スピーチ、痴漢や盗撮、ストーカーなどは、サイコパスが疑われるという。最近、

これらの傾向や、安価な自己肯定、自己顕示欲に溺れる人が増えているのではないか。サ

イコパスは福音とは真逆である。福音は自分の罪を悔い改め、キリストの赦しを信じ、隣

人と共にあることを喜ぶことである。 


